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岡
おか

本
もと

侑
ゆう

汰
た

さん（当時６年）は「初めて作ったけど、楽しかったです」と
話しました

　「くまもとふるさと食の名人」による郷土料理の出前講
座が花房小学校で開かれ、5・6年生が「おひめさん団子汁」
を作りました。食文化の継承を支援する県の事業を活用し
たもので、児童は真剣な表情で調理していました。

児童が郷土料理に挑戦
1月16日　花房小学校

右田さん㊨は「人が好きなので続けられています。やりがいがあり
ますね」と笑顔で話しました

　市民生委員児童委員協議会連合会の会長を務める右田
美喜江さん（富出分）が、全国社会福祉大会で全国社会福
祉協議会会長表彰を受賞。長年にわたり地域福祉の奉仕活
動を続けてきたことが評価されました。

右
みぎ

田
た

美
み

喜
き

江
え

さんが受賞
1月25日 令和5年度全国社会福祉協議会会長表彰

三川代表㊥は「これからも私たち高校生にしかできない指導と運営
を行っていきたいです」と今後の抱負を語りました

　県内の優れた取り組みを顕彰する「くまもとSDGsアワー
ド」でNEW STEP実行委員会（三

み

川
かわ

翔
つ ば さ

夢代表）が「SDGs未
来づくり部門」で大賞に次ぐ優秀賞を受賞。同委員会は、教
育格差をなくすために高校生による無料塾を開いています。

NEW STEP実行委員会が受賞
1月17日　くまもとSDGsアワード

本料理教室は、会員同士の交流や親睦のために毎年実施しています

　市身体障がい者福祉協議会による料理教室が、中央公民
館で開催されました。会員１４人が参加し、５品を作りました。
同協議会の黒

くろ

田
だ

章
あきら

会長（深川）は、「参加者の笑顔を見るこ
とができてうれしい。毎回楽しみです」と話しました。

料理で楽しくコミュニケーション
１月23日　市身体障がい者福祉協議会

菊池南中学校PTAは平成18年から校内行事で劇を披露する活動を
続けています

　県内で環境美化や社会奉仕などに取り組む団体や個人を
たたえる「熊日緑のリボン賞」を菊池南中 PTA が受賞。校
内行事で人権劇を披露し、生徒に向けて差別やいじめの解
消、人権の大切さを訴えたことが評価されました。

菊池南中学校PTAが受賞
1月30日　第128回熊日緑のリボン賞

賞状を持つ出口会長。交通安全協会は運転免許更新時に納付され
た協会費を財源にして活動しています

　東京都で開催された交通安全国民運動中央大会本会議
で、菊池地区交通安全協会（出

で

口
ぐち

一
かず

生
お

会長）が「優良交通安
全協会」として表彰を受けました。多年にわたる交通安全教
育や安全指導などが評価されたものです。

菊池地区交通安全協会が受賞
１月18日　第６４回交通安全国民運動中央大会

13回にわたる講義やヒアリングなどを経て、最終回を迎えた３期生
の皆さん

　市内で起業を考えている人が必要なスキルを学び、事業
計画書作成を支援する「きくち起業塾」が閉校しました。最
終回では9人の塾生が飲食・整体・宿泊業など、自身が目指
す起業について計画したプランを発表しました（関連24㌻）。

地域課題の解決に向けて
１月27日　きくち起業塾

市内入賞団体の結果は次のとおりです。１位：泗水西小学校 ２位：菊
池市米飯官能鑑定士 柿の葉庵チーム ３位：菊池農業高等学校

　菊池、山鹿、玉名、和水の3市1町などでつくる菊池川流
域日本遺産協議会が、昨年の11月に流域の食材をPRする
料理コンテストを初めて開催しました。応募レシピをまとめ
た冊子は各市町の役所や物産館などに設置しています。

菊池川流域の食材でオリジナル料理
1月22日　菊池川流域日本遺産料理コンテスト

訓練に参加した北宮区の桟
さ

敷
しき

野
の

浩
こう

一
いち

区長は「大切な文化財を地域で
守っていきたい」と話しました

　北宮阿蘇神社で消防訓練がありました。「文化財防火
デー」に合わせて行われたもので、菊池広域連合北消防署
の指導の下、地域住民や自主防災組織、消防団などが参加。
火事が発生した場合を想定した模擬訓練が行われました。

地域で消防訓練を実施
1月２7日　北宮阿蘇神社

くまもと菊池の会の会員の皆さん。現在、市内外の30人が活動して
います。【問い合わせ先】玉祥寺 ☎0968（25）4453

　玉祥寺で「くまもと菊池の会」の総会が行われました。菊
池一族は、菊池市に平安時代から室町時代までの約450年
間にわたって栄えた一族です。坂

さか

口
ぐち

金
きん

次
じ

郎
ろう

会長は「菊池公
の功績は地域の宝。後世に伝えていきたい」と話しました。

菊池一族の活躍を後世に
1月25日　くまもと菊池の会

商工会青年部員から寄付金を受け取る校長先生たち

　商工会青年部七城支部（木
き

村
むら

佳
けい

一
いち

支部長）が、昨年10月
に開催された市七城ふるさとコスモスまつりに出店した収
益の一部を七城町の小中学校に寄付しました。木村部長か
ら地元への感謝と子どもたちへの思いが伝えられました。

収益の一部を子どもたちにプレゼント
1月30日　市商工会青年部七城支部

菊池郡市 チ ー ム
は、来年度のさら
なる飛躍 を 期待
できる成績 を 収
め、走り切ること
ができました

　第41回熊日郡市対抗女子駅伝大会と第50回郡市対抗熊
日駅伝大会が開催され、菊池郡市チームが女子、男子共に2
位入賞を果たしました。女子は昨年６位からの大躍進。男子
は優勝を狙いましたが、昨年に引き続き惜しくも2位でした。

菊池郡市チームが男女ともに２位！
1月28日、2月11日　熊日駅伝大会
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同会は約40年間活動を継続。市広報紙や社協だより、議会だよりを
音声訳し、録音したCDを希望者に配布しています

　「令和５年度県社会福祉功労者及び団体等知事表彰」を音
声訳ボランティア「ひこばえ輪々の会」が受賞しました。社
会福祉の向上に特に著しい功績があり、他の模範となる人
や団体に対して功績を表彰するものです。

ひこばえ輪々の会が受賞
２月２日　県社会福祉功労者及び団体等知事表彰

表彰式は菊池教育会館で行われ、受賞した児童や生徒たちに表彰状
と記念品が贈られました

　菊池教育会（坂
さか

本
もと

敏
とし

正
まさ

会長）が、菊池郡市の小中学生の善
行をたたえ、６個人・団体を表彰。里仁賞は論語の言葉に基
づき、人の模範になる行いをしている人を表彰するもので、
市内からは旭志中学校と泗水東小学校が受賞しました。

小中学生の善行をたたえて
2月26日　菊池教育会「里

り

仁
じん

賞」表彰式

子どもたちはそれぞれの職人に直接教えてもらいながら仕事の難し
さや面白さを体験しました

　子どもたちに体験を通してものづくりに興味を持ってもら
おうと、中央公民館で技能フェア（主催：県、県職業能力開発
協会、県技能士会連合会）が開かれました。キャンドルや椅
子作りなどが設けられ、多くの家族連れでにぎわいました。

子どもたちがものづくりに触れる
2月3日　技能フェアin菊池市

発起人の１人「Tiny start coffee roaster」の横
よこ

田
た

洋
ひろ

量
かず

さんは「みん
なで力を合わせて菊池を盛り上げていければうれしい」と話しました

　「きくち起業塾」の卒塾生が中心となって「まるかファーム」
（隈府）でミニマルシェを開催。きくち未来創造塾１期生で
まるかファームの狩

か

野
の

唯
ゆい

さんの協力で、きくち起業塾の３期
生３人を中心としたメンバーが出店しました（関連23㌻）。

きくち起業塾コラボレーションイベント
2月10日　まるかファーム

生徒との取り組み後、高校受験を控えた3年生の合格も願い、ステ
ージから豆をまきました

　大相撲境川部屋の佐
さ

田
だ

の海
うみ

関（熊本市出身）が菊池北中
学校を訪問し、生徒たちと給食を食べたり相撲を取ったりし
て交流を深めました。菊池神社の節分祭に参加するため市
を訪れていて、本人の希望で実現したものです。

お相撲さんと取り組み
２月2日　菊池北中学校

宝山郷の皆さんは菊池市長や市議会議員と意見交換を行った後、中
央図書館を見学しました

　台湾新
シン

竹
チク

県宝山郷の邱
チウ

振
ジェン

瑋
ウエイ

郷長（首長）と行政や企業関
係者が菊池市を表敬訪問しました。宝山郷には、台湾積体
電路製造（TSMC）の本社がある工業団地があります。今回
は菊陽町のTSMC新工場見学後、来菊したものです。

台湾の宝
ホウ

山
ザン

郷
キョウ

の皆さんが来菊
３月１日　中央図書館を見学

㊧菊池消防署の署員が消火器
の使い方を説明 ㊨119番通報
の実技訓練をするベトナム人技
能実習生

　市在住の外国人を対象にした防災、防犯講習会（主催：菊
池国際交流協会、市立図書館）が中央公民館でありました。
ベトナムやインドネシアなどの技能実習生約40人が日本の
交通ルールや警察、消防への通報の仕方を学びました。

外国人を対象に防災・防犯の講習会
2月4日　中央公民館

1_「今日も『あなぐまち』で生きていく」と並ぶ、つんさん（本人提供） 
2_普段は団地ごとに床置きして、中を見ることができる 3_部屋には
住人のことを説明する「住民名簿」が備え付けられている 4_「周りの
人たちに喜んでもらえたことが１番うれしい」と受賞の喜びを語った

人のことを説明する「住民名簿」が備え付けられ
ています。約10年かけて制作したもので、いま
だに未完成。上部の真っ白い団地には、これから
色が加わり、「住人」が入居していく予定です。
　つんさんは幼少期より全ての物が生きて見えるアニミズ
ム的な思考を持ち続けて生きてきました。「あなぐまちは私
の頭の中を表現したもの。これまでの半生を肯定してもら
えたようでうれしい」と話しました。作品は、4月14日㈰まで
川崎市岡本太郎美術館（多摩区）で展示されています。

　芸術家・岡本太郎さんの芸術精神を継承し、新しい時代
を創造する作家を顕彰する「第27回岡本太郎現代芸術賞

（TARO 賞）」が発表され、龍門地域活性化支援センター
アーティストスタジオ入居者のつんさんが「岡本太郎賞」に
選ばれました。今回は621作品応募があり22組が入選。同
賞は入選作品の最高賞です。
　受賞作品は、段ボールの団地を積み上げた空想の町を表
現した作品「今日も『あなぐまち』で生きていく」。高さは4.5
㍍で、団地が幾層にも積み上がり、一つ一つの部屋には住

アーティストスタジオ（旧龍門小）入居者のつんさんが最高賞の岡本太郎賞を受賞！
２月16日　第27回岡

おか

本
もと

太
た

郎
ろう

現代芸術賞（TARO賞）

前川支部長は「ボランティア作業の見学や重機の試乗体験を通して、
建設業のことを知って興味を持ってくれたらうれしい」と話しました

　建設業の魅力を発信するため、県建設業協会菊池支部
（前

まえ

川
かわ

浩
ひろ

志
し

支部長）が、泗水西小学校で校庭の補修作業ボ
ランティアと建設機械の試乗体験会を実施し、48人が参加
しました。児童が重機に試乗すると歓声が上がっていました。

児童が建設機械に試乗
2月13日　県建設業協会菊池支部
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